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開発環境の

準備と使い方

１．はじめに

２０２２年度から「情報�」が必履修となり，全員
がプログラミングやデータ分析を学ぶことにな

る。

「情報�」の教科書で扱われている主なプログ
ラミング言語は，Python，JavaScript，Excel

VBA，Scratchであることが明らかになった。

そこで本稿では，これらのプログラミング環境

の構築にあたっての留意点を中心に取り上げる。

なお，紙面の都合上，イ

ンストール方法や使い方な

どの詳細情報については，

右のQRコード，または下

記のURLからリンクされ

ている「開発環境の準備と

使い方」に掲載されている

ので，これらもあわせて参

照されたい。

https://www.jikkyo.co.jp/download/detail/61/9992660056

２．開発環境のインストールにあたっての留意点

不特定多数のユーザがアクセスする学校のPC

環境には，個々のユーザによる勝手な設定変更や

システムファイルの削除，プログラムのインスト

ールや実行などの安全をおびやかすリスクに対処

するために，再起動するだけで自動的に必要な情

報以外を破棄して元の状態に戻すための環境復元

ソフトウェアが入っている。

プログラミング環境などの新規のソフトウェア

を学校のPCにインストールする際は，環境復元

機能を一時的に無効（修復無効モード）にする，

雛形となるディスク環境のイメージを端末のPC

に一斉配信する，環境復元機能を有効（修復モー

ド）に戻す，などの操作を適切に行う必要がある。

環境復元ソフトウェアが導入されている学校の

PCに新規ソフトウェアをインストールする作業

を行ったことがない場合は，PC教室の定期点検

時などを利用して，保守点検業務を行う企業にイ

ンストール作業を依頼するほうがよい。

３．構築や使用にあたっての留意点

プログラミング環境には，ファイルをダウンロ

ード・インストールして利用するオフライン環境

と，ダウンロード・インストールせずにWebブ

ラウザを使って利用するオンライン環境がある。

３．１ Python

Pythonのプログラムを記述したファイルには，

pyファイルとNotebookファイルがある。

pyファイルはPythonのプログラムだけを記述

したテキスト形式のファイルであり，ファイルの

種類を表す拡張子は「py」である。

これに対して，NotebookファイルはPythonの

プログラムとともに，説明の文章やグラフ，実行

結果などが含まれるJSONの書式で記述したテキ

スト形式のファイルであり，拡張子は「ipynb」

である。Pythonのプログラムの編集，保存，実

行，デバッグなどができる開発環境には，py形

式のファイルを扱うものと，Notebook形式のフ

ァイルを扱うものがあるが，両方の形式のファイ

ルに対応したものもある。
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（１）py形式のファイルを扱う開発環境

・オフライン環境

このタイプには，Pythonに付属しているIDLE

（Integrated DeveLopment Environment）や

VSCode（Visual Studio Code）などがある。

IDLEはPythonをインストールすると利用で

き，軽量かつシンプルで扱いやすいため，初心者

向きの開発環境である。教科書に掲載されている

プログラムを扱うにはIDLEで十分である。

VSCodeはエディタであるため，Pythonもイン

ストールする必要があるが，Jupyter拡張機能を

追加することで，py形式だけでなく，Notebook

形式のファイルを扱うこともできる。

・オンライン環境

Webブラウザ上でプログラムを記述し，それを

実行できるオンライン環境にpaiza.IOなどがある。

paiza.IOはユーザ登録が不要であるが，登録す

ればプログラムを保存することもできる。

オンライン環境はインストールせずに利用でき

るが，対応していないモジュール（ライブラリや

パッケージともいう）がある。paiza.IOでは，例

えばグラフ描画のためのmatplotlibモジュールや

GUIアプリの作成のためのTkinterモジュールな

どには対応していないため，これらのモジュール

を使用したプログラムは動作しない。

（２）ipynb形式のファイルを扱う開発環境

・オフライン環境

このタイプにはJupyter LabやJupyter Notebook

があり，ipynb形式だけでなくpy形式のファイル

も扱うことができる。これらは，Pythonをイン

ストールした後に単独でインストールすることも

できるが，Anacondaをインストールしてもよい。

AnacondaはPython本体とJupyterLabや外部モ

ジュールなどをまとめたPythonの配布形態（デ

ィストリビューション）の１つであり，これらを

一括でインストールできるため，環境構築が容易

であるが，不要なものまで導入されて動作が重く

なることがある。このような場合は，Anoconda

ではなく個別にインストールしたほうがよい。

・オンライン環境

このタイプにはGoogle Colaboratoryがある。

利用するにはGoogleアカウントが必要である

が，操作方法はJupyter LabやJupyter Notebook

と類似している。

なお，Google Colaboratoryはオンライン環境

であるため対応していないモジュールがある。

例えばmatplotlibモジュールには対応している

が，Tkinterモジュールには対応していない。

また，９０分経つと実行環境が初期化され，１２時

間経つとNotebook以外のファイルは削除される。

３．２ JavaScript

IEでは動かないコードがあるため，ブラウザ

はChromeやEdgeを利用することをお勧めする。

・オフライン環境

このタイプには，Windowsに標準搭載されて

いるテキストエディタの「メモ帳」やVSCode

（Visual Studio Code）などがある。これらはプ

ログラムの作成・編集機能しかなく，実行環境は

Webブラウザに搭載されている。

・オンライン環境

このタイプには，スマホアプリの開発ができる

Monacaや登録不要のjsFiddleなどがある。なお，

paiza.IOのJavaScriptはWebブラウザではなく，

サーバ側のNode.jsで実行されるため，教科書に

載っているプログラムはpaiza.IOでは動作しない。

３．３ Excel VBA

Excelがインストールされていれば利用できる

が，開発環境の利用は，「開発」タブをリボンに表

示し，「マクロの設定」を変更しておく必要がある。

３．４ Scratch

Scratchにはオフラインとオンライン環境があ

る。オンライン環境は，ChromeやEdgeなどのWeb

ブラウザで利用できるが，IEでは動作しない。

４．おわりに

オンライン環境はインストール不要で便利であ

るが，一部のプログラムが動かない場合やネット

ワーク接続に問題が発生すると利用できない場合

があるので，できるだけインストールすることを

お勧めする。


